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資料１．市民等の意識調査（市民ワークショップの結果） 

（１）ワークショップのねらい 

・ワークショップの実施にあたり以下３つのねらいを設定した。 

 

１）市民目線での景観特性や課題を把握し、景観計画へ反映する 

・各種調査による定量的な把握・分析に加え、小集団でのワークを通して行田市の景観特性・課題

に関する生の声をとらえる。 

 

２）行田市における これまで／これからの景観まちづくりを周知する 

・行田市がこれまで行ってきた景観の取組みや今後の方向性を共有する機会とする。 

 

３）協働で進める景観まちづくりの入口として市民の意識醸成を図る 

・地域の景観的魅力や景観まちづくりについて気付きや学びを得る。普段聞きなれない景観という

テーマを身近に捉え、関心や参画意識を高める機会とする。 

 

（２）実施概要 

・下表の通りワークショップを実施した。 

実施日 会場 参加人数 概要 

１月１４日（日）

10：00～12：00 

行田市商工 

センター４階 

４０１研修室 

20 名 

①挨拶（行田市都市計画課） 
②事業概要説明 

・これまでの景観に関する取組み 
・景観計画策定の目的 
・ワークショップの目的 

③景観アドバイザーによるミニ講演 
14 日：安部邦昭先生（NPO 法人都市づくり NPO さいたま 理事） 

22 日：深堀清隆先生（埼玉大学大学院理工学研究科准教授） 

④グループワーク 
・行田の好きな景観／もったいない景観について

【水・みどり】【歴史・文化】【駅周辺・道路・公
共施設】の３テーマごとに話し合う 

⑤発表と講評 
・テーマごとに結果概要の共有 
・景観アドバイザーによる好評 

１月２２日（月）

18：30～20：30 
11 名 

 

   

景観アドバイザーのミニ講演（22日） グループワーク（22日） 発表（14日） 
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（３）意見概要 

・ワークショップで得た意見の概要を下表の通り整理した。詳細記録は次頁以降に掲載する。 

 

１）水・みどり 

項目 すきな景観 もったいない景観 

市北部の 

眺め・眺望 

・視界の開ける田園地帯の気持ちよさ、田畑越し

の山々の眺望 

・微地形により少しずつ移り変わる眺め 

 

市北部の 

田園・農地 

・雄大さ／のどかさを感じる田園風景 △太陽光パネル 

△耕作されていない農地 

河川・用水 

・動植物の生態系の豊かさ 

・サイクリングロード、市内外で好評 

→サイクルラックの充実、新たなコース設定など 

※その他、星川、忍川、旧忍川、酒巻導水路等に

具体の意見あり 

△たくさんある河川用水を十分に

活かせていない 

△維持管理、清掃面ではまだまだ課

題がある 

土木構造物 

・世界かんがい施設遺産である見沼代用水をは

じめ、数多く残る歴史ある用水や橋梁（レンガ

造り等）、水門 

※歴史文化テーマでも同様の意見多数 

△価値を共有化し、きちんと守るこ

と、もっと活かすこと 

公園 
・水城公園、さきたま古墳公園：個性ある環境や

市民生活との近さに愛着が生まれている 

△公園周辺の街並み（一部で目立つ

建築物・広告物） 

沿道の緑 

 △駅から主要観光地への道など殺

風景、緑が少ない道が多い 

※その他具体的な意見あり 

市民活動 
・ロードサポーター：景観を維持する活動も含め

て良い景観 

△持続的な活動に向けた仕組み・支

援が必要 

 

２）歴史・文化 

項目 すきな景観 もったいない景観 

町割り 

路地 

・かぎのて、暗渠など計画された／自然発生の

路地が合わさった複雑さが魅力 

→路地をつなぐ仕掛け、街歩きへの活用など 

 

足袋蔵等 

歴史ある 

街並み 

・足袋蔵：行田の重要な景観資産として認識する意見が多数 

→△数多く足袋蔵がある中で十分に活かされていないものもあること、保存と活用のバ

ランス、改修やメンテナンスのコスト等資源として活かすための様々な課題 

・市内に残る２つの酒蔵、レンガ煙突の風景 

忍城址と 

忍東照宮 

・浮き城の径など城址の散策路：歩いていて気

持ちよい／アプローチの良さ 

 

△土塁が消えかけている 

△櫓の室内がもっと歴史的情緒のあ

るものになるとよい 

△忍東照宮：子どもたちが親しめる場

所になるとよい 

寺社仏閣 

 

・行田八幡神社周辺エリアの落ち着きある街並

み 

△外向けの PR は十分だが、市民にあ

まり認知されていない可能性 
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・前玉神社、佐間元神社、長久寺、清善寺など

境内のみどり環境と共にすきな景観として

意見があがる 

 

その他 

・旧忍町信用組合：通りのアイストップ景観 

・埼玉古墳群：歴史がありながら市民に身近な

存在として愛着を感じる意見多数 

△旧荒井八郎商店：水城公園との近接

性を活かせると良い（アプローチ、

借景） 

△石田堤周辺：歴史的に貴重ながら雰

囲気がなくもったいない 

 

３）駅周辺・道路・公共施設 

項目 すきな景観 もったいない景観 

行田市駅 

周辺 

・秩父鉄道や行田市駅駅舎のレトロ感

（その他駅も同様） 

・駅北側のきれいなロータリーと親水公

園とのつながりを活かしたい 

△南側の駅前空間（賑わい・駅舎・緑） 

 

JR 行田駅 

周辺 

・広い空間を活かしたい △駅前空間（楽しい風景、人・車目線での周

辺への案内） 

道路・ 

資源の 

つながり 

・JR 行田駅～水城公園～まちなか 

→駐車場が多いが沿道を楽しめるものにしたい、交通手段の充実（レンタサイクルの更

なる充実、走りたくなる道の整備など等） 

・まちなか～古墳群：良いスポットが散らばっている 

→徒歩、自転車向けの案内や休憩処があるとよい 

・忍城址～まちなか～八幡神社：花手水を継続しているすごさ、効果の実感 

→花手水で来た人の行動の広がり、回遊しやすいお手洗いやベンチ、日頃から明かりや

サインでつなぐ、周遊ルート PR など） 

・八幡通り 

→賑わいづくりと景観づくりを一緒に考えたい（お手洗い、休憩処、夜に楽しめるお店、

食べ歩きなど） 

・新町商店街 

→△アーケードの老朽化。見通しや街並みとセットであり方を考えたい 

・県道 128 号沿道 

→わらべ人形移転後の沿道のあり方、個性 

その他 

・歴史ある祭り、花手水・ライトアップなど新旧どちらもあることが素晴らしい 

・景観づくりにおいて人の活動を大事にしたい。（祭礼・イベント・維持管理の活動） 

・次世代にかたちだけでなく想いもつないでいくことが大事。 

・良いものがたくさんある中でいかに発信していくか、継続するためにもお金を落とし

てもらえる仕組みがあるかが重要 

△さきたまテラスの建物が道路（古墳側）を向いていない 

△古代蓮の里もう少し活かしたい 

 

 



資料 1 

4 

 



資料 1 

5 

 



資料 1 

6 

 


